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日本薬学会北海道支部第142回例会
日時　平成27年5月16日（土）
9：30～17：45
会場　札幌コンベンションセンター　2F　小ホール
一般講演1～4（9：30～10：18）
座長　佐々貴之（北大院薬）
1) Nrf2制御抗酸化酵素に対するエパルレスタットの影響
（北海道薬大）
○山　佳織、佐藤恵亮、立浪良介、丹保好子
2) 3T3-L1細胞の脂肪細胞への分化過程における抗酸化能の変化
（北海道薬大）
○村岡早苗、山田大樹、佐久間勇輔、桜井光一
3) シラカバ抽出物に含有するCYP1B1阻害活性物質の分析と腸管吸収性の予測
（北海道薬大）
○三原義広、辻　雄介、大嶋啓司、若命浩二、佐藤隆司、渡辺一弘、伊藤慎二
4) 肝細胞癌がん幹細胞におけるKLF5の機能解析
（北大院生命）
○前原　経、佐藤史幸、夏井坂光輝、浅野彩華、中川宏治、大西俊介、武田宏司
学生優秀発表賞応募講演5～8（10：18～11：06）
座長　戸上紘平（北海道薬大）
5) 尿酸排泄促進薬ベンズブロマロンによるOATP2B1を介した薬物相互作用の解析
（北大院薬）
 ○矢部敬祐、小倉次郎、佐々木愛、近藤安佑子、井関　健
6) Fructose誘導性高尿酸血症発症メカニズムの解明
（北大院薬）
○金子千紘、小倉次郎、佐々木駿一、井関　健
7) TDMへの応用を目指した3種のチロシンキナーゼ阻害剤の血中濃度測定法の検証
（1北大薬、2北大院薬、3北海道がんセ）
○助畑　歩1、武隈　洋2、佐藤夕紀2、鷲見正人2、田中寛之3、遠藤雅之3、菅原　満2
8) 新規カルシウム結合タンパク質であるネフロネクチンは自己免疫疾患増悪化に関与する
（北大薬）
○宮下友惠、今　重之、中鶴拓也、乾　恭輔、紅露ひとみ、松本尚樹、松田　正
学生優秀発表賞応募講演9～10（11：06～11：30）
座長　鈴木裕治（北海道薬大）
9) オリバシンおよび関連アルカロイドの合成研究
（北医療大薬）
○伊藤智貴、阿部　匠、中村玲菜、伊礼理秀、石倉　稔
10) Cu-PCCを用いるスカトールの新規酸化反応の開発
（北医療大薬）
○仲村修平、阿部　匠、松野健一、舟越健造、石倉　稔
学生優秀発表賞応募講演11～13（11:30～12:06）
座長　山田康司（北医療大薬）
11) Syringolin類の合成と生物活性
（北大院薬）
○北畑　舜、松田　彰、市川　聡
12) ニッケル触媒を用いたエチレンへの二酸化炭素固定化によるアクリル酸合成法の開発研究
（1北大院薬、2ACT-C, JST）
○淡路直矢1、齋藤　望1、佐藤美洋1,2
13) Cu(I)-NHC触媒を用いたヨウ化アリールを基質とするトリフルオロメチル化反応の開発研究
（北大院薬）
○近江祐樹、大西英博、佐藤美洋
支部幹事会　（12:15～13:00）　105（1F）
支部総会　（13:00～13:25）　小ホール（2F）
学生優秀発表賞応募講演14～16（13:25～14:01）
座長　栁川芳毅（北医療大薬）
14) 血管平滑筋細胞におけるサイトカイン誘導性ADAM17発現に対するシロスタゾールの影響
（北海道薬大）
○久保貴司、高栗　郷、佐藤久美
15) 新規GPR4アンタゴニストの創製と心筋梗塞モデルにおける治療効果
（1北大院薬、2九大院薬）
○伊藤沙季1、福田　隼1、渡　健治2、黒瀬　等2、周東　智1
16) エパルレスタットの細胞傷害抑制作用
（北海道薬大）
○村尾　優、山　佳織、佐藤恵亮、立浪良介、丹保好子
学生優秀発表賞応募講演17～19（14:01～14:37）
座長　中川 宏治（北大院薬）
17) 皮膚バリアに重要なアシルセラミドの産生におけるCYP4F22の機能解析
（北大院薬）
○中路翔太、大野祐介、神山　望、木原章雄
18) 転移性肺がんモデルマウスにおける肺投与薬物の肺腫瘍組織への分布特性
（北海道薬大）
○兼平幸宗、戸上紘平、多田　均、丁野純男
19) アナフィラキシーショック誘発ラットのレニン-アンジオテンシン系阻害薬投与による影響
（北海道薬大）
○續　雄人、髙野純希、林　将羽、佐藤明日香、岩田風馬、加納誠一朗
一般講演20～22（14:37～15:13）
座長　高栗　郷（北海道薬大）
20) アダプター分子STAP-1のT細胞活性化制御機構における機能解析
（北大薬）
○伊原　健、齋藤浩大、小澤清貴、安次富大、関根勇一、室本竜太、今　重之、松田　正
21) 造血系腫瘍における形質変化とSTAP-2の役割
（北大薬）
○稲垣拓也、岩上昌史、久保果央莉、室本竜太、今　重之、松田　正
22) 上皮性がんにおけるBRKとSTAP-2の機能解析
（北大薬）
○諌山芹那、岩上昌史、室本竜太、今　重之、松田　正
一般講演23～25（15:13～15:49）
座長　町田拓自（北医療大薬）
23) 新規分泌型α4インテグリンスプライシングバリアントによる自己免疫疾患抑制機構の解析
（北大薬）
○乾　恭輔、松本尚樹、紅露ひとみ、中鶴拓也、宮下友惠、齋藤浩大、松田　正、今　重之
24) 炎症性サイトカイン刺激による角化細胞の活性化とIL-17A特異的なシグナルの解析
（北大薬）
○平尾　徹、室本竜太、松田　正
25) ケラチノサイトにおけるIL-17シグナルへのTYK2の関与
（北大薬）
○多和佳佑、室本竜太、松田　正
医療薬学貢献賞並びに日本薬学会北海道支部奨励賞授賞式　（16:00～16:15）
医療薬学貢献賞受賞講演1、2（16:15～16:55）
座長　島森美光（北海道薬大）
＜実務部門＞

1 薬剤師・医師・大学間連携による臨床研究の推進
JA北海道厚生連網走厚生病院薬剤科 樋浦一哉
2 地域におけるプライマリ・ケア実践に向けた服薬指導支援の研究
十仁薬局　高橋正幸
日本薬学会北海道支部奨励賞受賞講演1、2（16:55～17:35）
座長　丹保好子（北海道薬大）
基礎薬学分野（医療系）

1 がん免疫療法を促進するDrug Delivery Systemの開発
北海道大学大学院薬学研究院　中村孝司
基礎薬学分野（生物系）

2 高血圧ストレスモデル血管細胞を用いた細胞応答の解明及び薬理作用機序探索ツールとしての応用
北海道医療大学薬学部　町田拓自
学生優秀発表賞説明及び授賞式（17:35～17:45）
修正前のプログラムとなっています。正しいプログラムは例会長から送付されたタイムテーブルをご覧ください。
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